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研究成果の概要（和文）： 

脳活動測定装置を装着しながら映画を視聴する被験者実験を 64 名の被験者に対して行
い，脳波データ，ならびに，嗜好推定に必要となる感情に関するデータを取得した．クラ
スタリングを用いた効率の良い脳波に関する知識ベースの構築法などを確立することで感
情推定精度を約 10%程度向上させることに成功した．また，言語情報に基づく潜在的嗜好
推定を開発し，既存のアルゴリズムと比べて約 30%もの精度向上の実現に成功した． 
 
研究成果の概要（英文）： 

We did experiment using 64 examinees, whose watching movie by putting on EEG 
movement measurement device. By this experiment, we got EEG data and emotion 
data which needed for preference estimation. Establishing constructive method of 
knowledge base which used efficient clustered EEG, we succeeded to improve about 
10% of accuracy by emotion estimating. Also, we developed potential preference 
estimation method based on linguistic information, and succeeded about 30% of 
accuracy improvement from existing algorithm. 
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１．研究開始当初の背景 

近年，人と機械（コンピュータ，ロボット
など）との共存をテーマに，人に優しいイン
タフェースや製品，システム，サービスなど
の研究開発が盛んに行われている． 

その一つとして，工学の分野では人の嗜好
が注目されている．例えば検索システムでは，

言語処理技術を利用して容易に情報を取得
できるが，単語表記の一致を基に検索してい
るために誤って望まない情報を提供する欠
点がある．そこでユーザの嗜好に合った情報
を検索する研究が行われている．その他，嗜
好の生起に起因する人が感じる感情や感覚
をテキスト文章の内容から推定するシステ
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ムの研究も行われている． 

また，医学の分野では，脳波を利用して，
イメージするだけで機器を操作できるシス
テムや感情を把握できるシステムについて
の研究が行われている． 

これらの研究は各々成果をあげている．し
かし，人に気づきや発見を与えるという総合
的な領域を対象にするためには，一側面でな
く多面的なアプローチが必要不可欠である． 
 

２．研究の目的 

新しい気づきや発見を与えるためには，単
に情報を提供しても効果はなく，ユーザが興
味（嗜好）を持っている，または持つであろ
う情報を推定して提供する必要がある． 

そこで本研究では，生態情報である脳の活
動状態と言語情報であるテキスト文章を利
用し，ユーザが持っている潜在的な嗜好を推
定する手法を開発することを目的とする．本
研究で実現する手法を用いることで，一辺倒
な情報・知識だけでなく，幅広く興味のある
情報に触れる・触れさせることができる．こ
れにより，効率のよい検索システム，興味を
維持継続できる教育システム，集客力を向上
できる広告提供サービスなどを実現するこ
とができる． 

 

３．研究の方法 

ユーザの潜在的な嗜好を推定するために，
前述した表在嗜好，暗黙嗜好，意識下嗜好の
３つの嗜好を推定し，統合利用する． 
平成２１年度ではこれらのうち，言語情報

のみから嗜好を推定可能である表在嗜好，暗
黙嗜好の２つの嗜好推定の実現を目指す．ま
た，次年度以降の意識下嗜好の推定に必要な
脳活動データの測定を実施する． 
平成２２年度以降では，脳波を利用した意

識下嗜好の推定手法を確立し，３つの嗜好推
定結果を統合した潜在的嗜好を推定する手
法を実現する． 
 
４．研究成果 
(1) 本研究では，生態情報である脳の活動

状態と言語情報であるテキスト文章を
利用し，ユーザが持っている潜在的な嗜
好を推定する手法を開発することを目
的としている． 
そこで，脳活動測定装置（EEG）を装

着しながら映画を視聴する被験者実験
を 3年間で 64名（男性：32名，女性：
32名）の被験者に対して行った．この被
験者実験から，本研究で必要不可欠とな
る脳波データ，ならびに，嗜好推定に必
要となる感情に関するデータを取得す
ることができた． 

 
(2) 初年度と 2年目の被験者実験を通して，

脳波に多くの雑音が混入する問題が明
らかになった．そのため 3年目には，脳
波データの取得実験の方法を改良し，効
率よく脳波データを取得する手法を確
立した．これにより，感情推定精度が約
5%向上した． 

     一方同時に，すべての雑音混入を防ぐ
ことは不可能であることも同時に分か
った．そのため今後は，雑音が混入して
も精度良く感情推定できる手法の開発
を行う予定である． 

 
(3) 被験者実験で取得した脳波に関する知

識ベースの構築方法において，クラスタ
リング手法を導入し，脳波に関する知識
ベースの量を効率よく圧縮し，誤った判
断を減らすことに成功した．これにより，
従来手法に比べて約 5%の感情推定精度
向上を果たすことが出来た． 

     また，男女の差異などについて検討し，
効率よくデータベースを構築する方法
を見出した． 

 
(4) 言語情報に基づく潜在的嗜好推定に必要

となる「表在嗜好の推定」，「暗黙嗜好の
推定に関するアルゴリズムの開発にも着
手した．これらの推定アルゴリズムは，
これまでの研究成果を基に改良・拡張す
ることで実現した． 
具体的には，長い複雑な文章や複数の

文章で構成されるテキスト情報から適
切に感覚や感情に関する情報を解析で
きるように拡張している．解析した情報
を基に連想処理を施すことで，文章の内
面に存在する背景・情景・思い・印象・
心情などに関する嗜好を推定する．既存
のアルゴリズムと比べて約 30%もの精度
向上の実現に成功した． 
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